
別紙
Ⅰ　事業評価総括表 （単位：円）

（注） 事業が２つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

Ⅱ　事業評価個表 （単位：円）

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度

交付金事業の成果指
標

保育児の充足率：入所者数÷定員×100

交付金事業の目標 保育児の充足率100％

保育士・用務員人件費雇用 保育士9名、用務員1名 30,624,329
成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の成果及
び評価

 保育所の運営に係る経費のうち、同保育所に勤務する正規職員の人件費（賃金）へ交付金を充当することにより、電源
開発に関する理解を深めるとともに、保育士確保による安全な保育体制の確立と子どもの健全育成、共働き世帯の就労
支援、就労機会拡大等を図ることができました。
 市全体では待機児童は解消できておらず、今後も待機児童ゼロに向けた施策展開に努めていきます。待機児童がいるに
もかかわらず、成果目標である保育児の充足率が68％であった理由は、特定の施設や地区に利用希望者が偏っているこ
とや、保育士確保状況により定員一杯までの受入れが出来なかったためです。

交付金事業の契約の概要
契 約 の 目 的 契 約 の 方 法 契　　約　　の　　相　　手　　方 契 約 金 額

交付金事業実施場所 石巻市大手町

交 付 金 事 業 の 概 要

　石巻市立石巻保育所運営に係る経費のうち、同保育所に勤務する正規職員10名（保育士9名、用務員1名）、8ヶ月分
（令和4年6月～令和5年1月）の人件費に充当。
　少子化や核家族化の進展、共働き世帯の増加や就労時間の多様化など、子育てを取り巻く環境が日々変化していく
中、いかに安定した保育サービスを提供するかが大きな課題となっています。本保育所においては、早くから障害児保
育を実施し、平成19年４月からは待機児童解消のため、保育児童の受入れを60名から80名へ拡大しながら運営していま
す。保育児童の受入拡大のためには保育士の確保が大きな課題となりますが、本保育所の運営費へ交付金が充当される
ことは、保育運営の安定化が図られるとともに、子どもの健全な育成と共働き世帯の就労支援、就労機会拡大など、地
域住民の福祉の向上に大きく寄与するものです。

総 事 業 費 30,624,329 17,000,000交 付 金 充 当 額

1
石巻市

地域活性化措置 石巻市立石巻保育所運営事業
交付金事業者名又は間接交付金事業者名

30,624,329 17,000,000

番号 措　　　置　　　名 交　　　付　　　金　　　事　　　業　　　の　　　名　　　称

1 地域活性化措置 石巻市立石巻保育所運営事業 石巻市

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備　考番号 措　　置　　名 交 付 金 事 業 の 名 称
 交付金事業名又は間
 接交付金事業者名



別紙
Ⅰ　事業評価総括表 （単位：円）

（注） 事業が２つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

Ⅱ　事業評価個表 （単位：円）

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度

備　考

2 地域活性化措置 石巻市立飯野川保育所運営事業 石巻市 36,226,747 18,000,000

番号 措　　置　　名 交 付 金 事 業 の 名 称
 交付金事業名又は間
 接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額

番号 措　　　置　　　名 交　　　付　　　金　　　事　　　業　　　の　　　名　　　称
2 地域活性化措置 石巻市立飯野川保育所運営事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 石巻市
交付金事業実施場所 石巻市相野谷字本屋敷

交 付 金 事 業 の 概 要

　石巻市立飯野川保育所運営に係る経費のうち、同保育所に勤務する正規職員12名（保育士11名、用務員1名）、8ヶ月
分（令和4年6月～令和5年1月)の人件費に充当。
　少子化や核家族化の進展、共働き世帯の増加や就労時間の多様化など、子育てを取り巻く環境が日々変化していく
中、いかに安定した保育サービスを提供するかが大きな課題となっています。本保育所においては、早くから障害児保
育を実施し、現在定員50名で運営しています。保育児童の受入拡大のためには保育士の確保が大きな課題となります
が、本保育所の運営費へ交付金が充当されることは、保育運営の安定化が図られるとともに、子どもの健全な育成と共
働き世帯の就労支援、就労機会拡大など、地域住民の福祉の向上に大きく寄与するものです。

契 約 の 目 的 契 約 の 方 法 契　　約　　の　　相　　手　　方 契 約 金 額

総 事 業 費 36,226,747 交 付 金 充 当 額 18,000,000

交付金事業の目標 保育児の充足率100％

交付金事業の成果指
標

保育児の充足率：入所者数÷定員×100

交付金事業の成果及
び評価

 保育所の運営に係る経費のうち、同保育所に勤務する正規職員の人件費（賃金）へ交付金を充当することにより、電源
開発に関する理解を深めるとともに、保育士確保による安全な保育体制の確立と子どもの健全育成、共働き世帯の就労
支援、就労機会拡大等を図ることができました。
 市全体では待機児童は解消できておらず、今後も待機児童ゼロに向けた施策展開に努めていきます。待機児童がいるに
もかかわらず、成果目標である保育児の充足率が90％であった理由は、保育士確保状況により定員一杯までの受入れが
出来なかったためです。

交付金事業の契約の概要

保育士・用務員人件費雇用 保育士11名、用務員1名 36,226,747
成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無



別紙
Ⅰ　事業評価総括表 （単位：円）

（注） 事業が２つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

Ⅱ　事業評価個表 （単位：円）

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度

備　考

3 地域活性化措置 石巻市立蛇田保育所運営事業 石巻市 41,829,640 21,000,000

番号 措　　置　　名 交 付 金 事 業 の 名 称
 交付金事業名又は間
 接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額

番号 措　　　置　　　名 交　　　付　　　金　　　事　　　業　　　の　　　名　　　称
3 地域活性化措置 石巻市立蛇田保育所運営事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 石巻市
交付金事業実施場所 石巻市蛇田字新金沼

交 付 金 事 業 の 概 要

　石巻市立蛇田保育所運営に係る経費のうち、同保育所に勤務する正規職員15名（保育士14名、用務員1名）、8ヶ月分
（令和4年6月～令和5年1月）の人件費に充当。
　少子化や核家族化の進展、共働き世帯の増加や就労時間の多様化など、子育てを取り巻く環境が日々変化していく
中、いかに安定した保育サービスを提供するかが大きな課題となっています。本保育所においては、早くから障害児保
育を実施し、平成19年４月からは待機児童解消のため、保育児童の受入れを60名から90名へ拡大しながら運営していま
す。保育児童の受入拡大のためには保育士の確保が大きな課題となりますが、本保育所の運営費へ交付金が充当される
ことは、保育運営の安定化が図られるとともに、子どもの健全な育成と共働き世帯の就労支援、就労機会拡大など、地
域住民の福祉の向上に大きく寄与するものです。

契 約 の 目 的 契 約 の 方 法 契　　約　　の　　相　　手　　方 契 約 金 額

総 事 業 費 41,829,640 交 付 金 充 当 額 21,000,000

交付金事業の目標 保育児の充足率100％

交付金事業の成果指
標

保育児の充足率：入所者数÷定員×100

交付金事業の成果及
び評価

 保育所の運営に係る経費のうち、同保育所に勤務する正規職員の人件費（賃金）へ交付金を充当することにより、電源
開発に関する理解を深めるとともに、保育士確保による安全な保育体制の確立と子どもの健全育成、共働き世帯の就労
支援、就労機会拡大等を図ることができました。
 市全体では待機児童は解消できておらず、今後も待機児童ゼロに向けた施策展開に努めていきます。待機児童がいるに
もかかわらず、成果目標である保育児の充足率が98％であった理由は、保育士確保状況により定員一杯までの受入れが
出来なかったためです。

交付金事業の契約の概要

保育士・用務員人件費雇用 保育士14名、用務員1名 41,829,640
成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無



別紙
Ⅰ　事業評価総括表 （単位：円）

（注） 事業が２つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

Ⅱ　事業評価個表 （単位：円）

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度

備　考

4 地域活性化措置 石巻市立ふたば保育所運営事業 石巻市 33,611,827 19,532,000

番号 措　　置　　名 交 付 金 事 業 の 名 称
 交付金事業名又は間
 接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額

番号 措　　　置　　　名 交　　　付　　　金　　　事　　　業　　　の　　　名　　　称
4 地域活性化措置 石巻市立ふたば保育所運営事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 石巻市
交付金事業実施場所 石巻市大街道北一丁目

交 付 金 事 業 の 概 要

　石巻市立ふたば保育所運営に係る経費のうち、同保育所に勤務する正規職員12名（保育士11名、用務員1名）、8ヶ月
分（令和4年6月～令和5年1月）の人件費に充当。
　少子化や核家族化の進展、共働き世帯の増加や就労時間の多様化など、子育てを取り巻く環境が日々変化していく
中、いかに安定した保育サービスを提供するが大きな課題となっています。本保育所においては、平成3年4月から障害
児保育を実施し、障害児の受入れを行い、さらに2度の増築を経て、現在定員90名で運営しています。近隣の事務所（東
北電力）との「花いっぱい運動」の実施や「老人ホーム慰問」のほか、中高生の体験学習、保育実習生なども数多く受
入れ、地域に密着した保育所となっています。このため、本保育所の運営費へ交付金が充当されることは、保育運営の
安定化が図られるとともに、子どもの健全な育成と共働き世帯の就労支援、就労機会拡大など、地域住民の福祉の向上
に大きく寄与するものです。

契 約 の 目 的 契 約 の 方 法 契　　約　　の　　相　　手　　方 契 約 金 額

総 事 業 費 33,611,827 交 付 金 充 当 額 19,532,000

交付金事業の目標 保育児の充足率100％

交付金事業の成果指
標

保育児の充足率：入所者数÷定員×100

交付金事業の成果及
び評価

 保育所の運営に係る経費のうち、同保育所に勤務する正規職員の人件費（賃金）へ交付金を充当することにより、電源
開発に関する理解を深めるとともに、保育士確保による安全な保育体制の確立と子どもの健全育成、共働き世帯の就労
支援、就労機会拡大等を図ることができました。
 市全体では待機児童は解消できておらず、今後も待機児童ゼロに向けた施策展開に努めていきます。待機児童がいるに
もかかわらず、成果目標である保育児の充足率が82％であった理由は、保育士確保状況により定員一杯までの受入れが
出来なかったためです。

交付金事業の契約の概要

保育士・用務員人件費雇用 保育士11名、用務員1名 33,611,827
成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無


